
 

電 気 電 子 工 学 科  

 

学 科 の 教 育 理 念 と教 育 目 的  

電 気 電 子 工 学 関 連 の 技 術 は 目 覚 ま し く 発 展 し ， 進 化 し 続 けて いま す 。 そ れ ら の 最 新 の

技 術 は ， あ り と あ ら ゆる 産 業 に おいて 欠 く こ と の で き な い基 盤 技 術 と な っ て いま す 。 本 学 科 で

は ， 新 エ ネ ル ギ ー の 開 発 ， 高 機 能 電 子 デ バ イ ス の 開 発 およ び 高 度 情 報 通 信 技 術 の 開 発

を は じ め とす る 電 気 ・ 電 子 ・ 情 報 通 信 に 関 す る 基 礎 か ら 最 先 端 の 分 野 に わ たる 広 い範 囲

の 教 育 研 究 を 行 っ て いま す 。  本 学 科 の 教 育 プロ グ ラ ム を バ ラン ス よ く 修 得 す る こと に よ っ

て ， 電 気 ・ 電 子 ・ 情 報 通 信 工 学 の どの 特 化 さ れ た 領 域 に も 進 む こと が 可 能 で す 。 電 気 電 子

工 学 と いう 技 術 分 野 を 通 し て 広 く 社 会 に 貢 献 で き る ， 先 見 性 と 独 創 性 に 富 ん だ人 材 の 育

成 を 目 指 し て いま す 。  

 

● 学 科 の デ ィプ ロ マ･ ポリ シー （学 位 授 与 の 方 針 ， 卒 業 時 に 必 ず身 に つけ る 能 力 ）  

DP 1 (知 識 ・ 理 解 )  

数 学 ・ 物 理 学 の 基 礎 的 知 識 およ び 電 気 電 子 工 学 に 関 す る 専 門 的 知 識 を 修 得 し ， 工 学

的 な 手 法 に よ り 小 規 模 の シ ス テ ム を 分 析 ， 設 計 す る 能 力 を 持 つ 。  

DP 2 (思 考 ・ 判 断 )  

全 地 球 的 な 視 点 に 立 っ て ， 科 学 ・ 技 術 が 自 然 環 境 や 社 会 に 及 ぼ す 影 響 を 自 立 的 に 判

断 で き る 。  

DP 3 (関 心 ・ 意 欲 )  

問 題 を 発 見 ・ 解 決 す る ため に 必 要 と な る 専 門 知 識 を 自 立 的 に 修 得 す る 能 力 を 持 つ 。  

DP 4 (態 度 )  

思 考 ・ 判 断 の 過 程 を 論 理 的 に 説 明 し ， 伝 達 す る た め の 言 語 的 表 現 能 力 を 持 つ 。  

DP 5 (技 能 ・ 表 現 )  

自 然 環 境 や 社 会 の 変 化 に 柔 軟 に 対 応 し つ つ ， 自 ら の 適 性 を 探 求 し ， 磨 く こと が で き る 。  

 

● 学 科 の アドミッ ショ ン ･ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

電 気 電 子 工 学 科 で は ， 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 生 ・ 供 給 ・ 利 用 か ら ， 信 号 処 理 や 通 信 シ ス

テ ム な ど情 報 を つ か さ どる 技 術 ， さ ら に 半 導 体 デ バ イ ス に いたる ま で ， 日 々 の 暮 ら し を 支 え る

技 術 の 基 礎 を 学 ぶ こと が で き ま す 。 電 気 電 子 工 学 の 先 端 研 究 に も 卒 業 研 究 を 通 し て 携 わ

る こと が で き ま す 。 現 在 で は ， 自 然 と の 共 存 ， 持 続 可 能 な 社 会 を 目 指 す ため に ， 効 率 の み

な ら ず 快 適 性 を も 視 野 に 入 れ た工 学 が 望 ま れ て いま す が ， こ の よ う な 萌 芽 的 な 研 究 に も ，

卒 業 研 究 を 通 し て 携 わ る こと が で き ま す 。 本 学 科 で は ， 工 学 的 な 素 養 と 豊 か な 教 養 を 持

ち ， 倫 理 観 を 身 に つ けた社 会 に 役 立 つ 技 術 者 を 養 成 す る こと を 目 指 し て いま す 。 そ の ため ，

本 学 科 で は 次 の よ う な 人 を 求 めて いま す 。  

 

＜ 一 般 入 試 ・ 推 薦 入 試 ＞  

1 ． 英 語 ， 数 学 ， 理 科 ， 国 語 ， 社 会 に つ いて ， 高 等 学 校 卒 業 相 当 の 学 力 を 有 し て いる 。  

2 ． 物 事 を 多 面 的 に 考 察 し ， 自 分 の 考 え を ま と め る こと が で き る 。  



 

3 ． 電 気 ・電 子 ・ 情 報 通 信 工 学 の 分 野 に 興 味 を も ち ， これ ら の 技 術 を 社 会 に 役 立 て たいと

考 え て い る 。  

4 ． 与 え ら れ た問 題 に つ いて ， 自 分 の 考 え を 日 本 語 で 分 か り や す く 表 現 で き る 。  

＜ 3 年 次 編 入 学 ＞  

1 ． 電 気 ・電 子 ・ 情 報 通 信 工 学 を 学 ぶ ため の 基 礎 学 力 （ 数 学 ， 物 理 （ 電 気 磁 気 学 ， 電 気

回 路 ） ， 外 国 語 ） が ある 。  

2 ． 電 気 ・電 子 ・ 情 報 通 信 工 学 の 分 野 に 強 い興 味 を も ち ， 学 習 意 欲 が 旺 盛 で あ る 。  

3 ． グ ロ ー バ ル 化 な ど 社 会 の 変 化 に 対 応 で き る 幅 広 い教 養 の 修 得 に 熱 意 を も ち ， 広 い視 野

の も と で 電 気 ・ 電 子 ・情 報 通 信 工 学 の 技 術 を 社 会 に 役 立 て たいと 考 え て いる 。  

4 ． 論 理 的 な 記 述 ， 論 理 的 な 発 表 力 な ど， コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め る こと に 努 力 を 惜

し ま な い 。  

  



 

● 学 科 の カ リ キ ュ ラム ・ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

カ リ キ ュ ラ ム の 概 要  

電 気 電 子 工 学 科 に おいて 開 講 さ れ て い る 理 系 基 礎 科 目 ， 専 門 基 礎 科 目 およ び 専 門 科

目 を 修 得 す る ため に は ， 開 講 さ れ て いる 年 次 の 順 に ， 積 み 上 げ 型 の 地 道 な 学 習 法 が 必 要

で す 。 1 ～ 2 年 次 で は ， 微 積 分 ， 線 形 代 数 ， 電 気 電 子 数 学 ， 電 気 回 路 およ び 電 磁 気 学 な

ど， その 後 に 学 習 す る 多 数 の 専 門 科 目 を 理 解 す る た め に 欠 く こと の で き な い基 礎 科 目 を 学

び ま す 。 2 ～ 3 年 次 で は ， 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 生 ・ 輸 送 ， 半 導 体 物 性 ・ 電 子 素 子 ， 情 報 通

信 シ ス テ ム な どの 電 気 電 子 工 学 の 重 要 か つ 主 要 な 専 門 科 目 を 学 び ， 電 気 電 子 工 学 分 野

の 基 礎 力 と 応 用 力 を 養 いま す 。 4 年 次 の 卒 業 研 究 で は ， 専 門 性 の 高 い 最 先 端 の 研 究 テ

ー マ の 一 部 を 担 当 し て ， 研 究 方 法 論 ， 問 題 解 決 能 力 ， 実 験 技 術 ， 測 定 技 術 ， 設 計 技

術 ， シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 術 を 身 に つ けま す 。 ま た， 英 語 コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 養 い， 企 業 倫

理 ， 産 業 経 済 な どに つ いて も 学 ぶ 科 目 が 用 意 さ れ て いま す 。  




